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1 研究の背景
アレイアンテナ信号処理をパルスレーダに対して適用

するにあたり問題となるのは、送信波形として広帯域の
パルスを用いることである (受信波形例 図 1)。既成の信
号処理手法の多くは、狭帯域信号を前提としている。
そこで本研究では、アレイアンテナで超広帯域信号を

処理するアルゴリズムを提案する。また、信号の到来数
および到来時間を推定するためのアルゴリズムについて
も検討をおこなう。

2 到来方向推定
時間領域でアレイの各素子で得られる受信信号にFFT

を施すと、それらを異なった周波数の正弦波に分解する
ことができる。その分解した各々の正弦波に対して狭帯
域用の高精度到来方向推定法であるMUSIC法を適用す
ることを考える（周波数分割法 [1]）。それぞれの周波数
で得られたMUSICスペクトル PMUi

(�)を、MUSICス
ペクトルの導出式と同じ
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という形で足し合わせることにより、超広帯域信号の到
来方向推定が可能となる。式中の Lは正弦波への分割数
をあらわす。

3 到来波数推定
前節で述べた周波数分割法を用いると、通常MUSIC

法で用いられる固有値分解による到来波数推定ができな
い。したがって、これを時間領域の波形を処理すること
により行う必要が生じる。本研究では、図 2に示す波形
辞書を使って再帰的非直交分解 [2]をそれぞれのアレイ
アンテナ素子に関して適用した。その結果を、横軸に波
形の抽出された時間（縦軸と単位をあわせるために光速
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図 1 適用対象波形例
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図 2 再帰的非直交分解で用いる波形辞書例
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図 3 Hough変換の結果抽出された直線

cを掛けた）、縦軸に一番端のアンテナ素子からの距離を
とった平面にプロットした例を図 3の�印に示す。�印
の脇の数字は抽出に用いられた辞書の番号をあらわす。
この例での到来波数は 3である。
この �印の集合から直線をいくつ抽出できるかで到

来波数推定が可能となる。本研究ではHough変換 [3]を
用いて直線抽出を行い、図 3に示す直線 3本を得た。ほ
ぼ目的どおりの直線が抽出できており、到来波数推定が
正確におこなえていることがわかる。
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